
☆
日
田
木
材
協
同
組
合
百
年
を
語
る

日
田
郡
木
竹
商
共
算
組
合
規
約
書

第
二
章

営
業
目
的

第
十
五
条

買
受
人
よ
り
何
等
の
故
障
申
立
る
共

第
十
二
条
、
第
十
三
条
の
手
続
を
経
ざ
れ
ば
営

業
所
又
は
出
張
所
に
於
て
現
品
受
引
を
為
す
事

を
得
ず

第
十
六
条

営
業
所
及
出
張
所
は
買
受
人
よ
り
受

取
り
た
る
水
揚
げ
仕
切
証
及
代
金
は
荷
主
又
は

代
理
人

へ
相
渡
す
べ
し
但
し
信
用
あ
る
代
理
人

は
住
所
姓
名
を
書
記
し
兼
て
営
業
所
支
配
人

へ

届
け
置
く
べ
し

第
十
七
条

買
受
人
よ
り
水
揚
仕
切
書
及
代
金
を

徴
収
し
荷
主
及
代
理
人
不
在
の
時
は
五
日
以
内

銀
行
為
換
に
て
荷
主

へ
送
付
す
べ
し

〈次
号

へ
続
く
〉

☆
日
田
地
区
原
木
市
場
協
同
組
合

理
事

・
業
務
委
員
視
察
研
修

原
木
市
場
課

高
瀬
修
哉

9
月
15
日

（金
）

・
16
日

（土
）
に
日
田
地
区

原
木
市
場
協
同
組
合
の
理
事

・
業
務
委
員
参
加
に

よ
り
鹿
児
島
県
志
布
志
市
曽
於
地
区
森
林
組
合

（木
材
輸
出
戦
略
協
議
会
）
と
熊
本
県
水
俣
市
新

栄
合
板
工
業
を
視
察
致
し
ま
し
た
。
目
的
と
し
て

は
、
こ
こ
５
年
間
で
急
速
に
輸
出
量
を
増
や
し
全

国
１
位
に
躍
進
す
る
志
布
志
港
の
仕
組
み
と
、
近

く
に
中
津
港
が
あ
る
日
田
エ
リ
ア
が
今
後
同
様
の

原
木
輸
出
に
直
面
し
た
時

へ
の
対
処
法
を
学
ぶ
こ

と
で
す
。
ま
た
新
栄
合
板
工
業
で
は
日
田
市
内

・

大
分
県
内
原
木
市
場
で
現
在
直
接
的
な
取
引
が
な

い
た
め
原
木
の
調
達
方
法
や
今
後
の
事
業
展
開
等

を
確
認

（相
手
を
知
る
）
す
る
こ
と
で
し
た
。
今

回
は
志
布
志
市
曽
於
地
区
森
林
組
合
に
つ
い
て
御

報
告
致
し
ま
す
。

（志
布
志
市

曽
於
地
区
森
林
組
合
の
取
り
組
み
）

1
、
設
立
の
経
緯

鹿
児
島
県
、
宮
崎
県
の
県

境
を
越
え
た
４
森
林
組
合

（鹿
児
島
県
曽
於
地
区

森
林
組
合

・
曽
於
市
森
林
組
合

・
宮
崎
県
南
那
珂

森
林
組
合

・
都
城
地
区
森
林
組
合
）
の
連
携
に
よ

る
木
材
輸
出

（港
か
ら
概
ね
１
時
間
で
集
荷
可
能

エ
リ
ア
）
。
曽
於
地
区
森
林
組
合
が
事
務
局
と
な

り
平
成
23
年
4
月
に
協
議
会
を
立
ち
上
げ
同
年
７

月
か
ら
輸
出
を
開
始
。

（韓
国
に
杉

・
桧
を
約
半
々

送
る
）

2
、
目
的
と
戦
略

今
後
の
少
子
高
齢
化

・
住

宅
着
工
戸
数
の
減
少
か
ら
需
要
先
の
少
な
い
低
質

材

・
大
径
材
を
海
外

へ
輸
出
す
る
こ
と
に
よ
る
収

益
力
Ｕ
Ｐ
を
ね
ら
う
。
そ
の
た
め
東
南
ア
ジ
ア
方

面
に
利
便
性
が
高
い
志
布
志
港
を
国
の
港
湾
整
備

計
画
に
よ
り
輸
出
港
と
し
て
整
備
し
て
短
期
間
で

定
質
、
定
量
、
定
期
の
輸
出
が
可
能
と
な
る
。
現

在
５
千
ｔ
級
の
船
が
着
岸

（原
木
３
千
㎥
積
載
）

で
き
る
が
今
後
１
万
ｔ
の
着
岸
と
積
込
み
の
効
率

化
を
達
成
す
る
た
め
大
型
ク
レ
ー
ン
の
付
設
、
水

深
整
備
を
め
ざ
す
予

定
。25

年
度
よ
り
中
国

（上
海

・
防
城
）

へ

杉
材
の
輸
出
を
開
始

し
た
た
め
大
幅
な
成

長
と
な
る
。
特
に
防
城
港

へ
は
40

㎝
上
２
.
２
ｍ

材
を
富
裕
層
の
棺
用
に
新
規
で
輸
出
。

（港
着
で

１
０
，
５
０
０
円
/
㎥
）

ま
た
韓
国

（プ
サ
ン
・

仁
川
）

へ
は
桧
材
を
輸
出
。
韓
国
輸
出
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
が
現
在
で
は
90
％
が
中
国

へ
の
輸
出
。
協

議
会

エ
リ
ア
と
し
て
は
27
年
度
か
ら
28
年
度
は
横

ば
い
で
台
風
に
よ
る
大
雨
被
害
の
影
響
が
出
た
が

29
年
度
は
５
０
，
０
０
０
㎥
の
計
画
で
順
調
に
推

移
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

（代
金
の
回
収
と
リ
ス
ク
管
理
）

1
、
ト
ラ
ブ
ル
、
代
金
回
収
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す

た
め
商
社
を
窓
口
と
し
協
議
会
と
し
て
は
港
着
ま

で
と
す
る
。

2
、
海
外

へ
の
市
況
調
査
、
リ
ス
ク
調
査
を
毎
年

実
施
。

3
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
に
備
え
基
金
の
積
み
立
て

を
行
う
。

（協
議
会
が
運
営
費
、
基
金
と
し
て
１

０
０
円
/
㎥
徴
収
）

そ
の
他
徴
収
金
と
し
て
は

協
議
会
事
務
局
で
あ
る
曽
於
地
区
森
林
組
合
に
取

り
ま
と
め
、
請
求
事
務
委
託
費
と
し
て
５
０
円
/

㎥
、
港
湾
整
備
費
用
と
し
て
南
那
珂
森
林
組
合
に

５
０
円
/
㎥
が
別
途
徴
収
さ
れ
支
払
わ
れ
る
。

（今
後
の
課
題
と
し
て
）

1
、
中
国
市
場

へ
良
質
材
や
木
材
製
品
の
更
な
る

売
込
み

2
、
産
地
間
の
連
携
に
よ
る
共
同
出
荷
で
ブ
ラ
ン

ド
化
を
図
る

（民
間
含
め
）

3
、
Ａ
材

（輸
出
も
あ
り
）
が
共
販
所
で
市
売
り

さ
れ
Ｂ

・
Ｃ
材
が
輸
出
中
心
の
た
め
市
売
り
材
の

減
少
が
当
初
よ
り
指
摘
さ
れ
迷
惑
を
掛
け
て
い
る
。

ま
た
山
佐
木
材
と
は
協
定
取
引
も
実
施
し
て
お
り

数
量
の
確
保
に
努
め
る
。

今
回
の
協
議
会
は
各
森
林
組
合
よ
り
買
取
り
を

行
い
商
社
と
の
窓
口
と
な
る
。
そ
の
た
め
４
組
合

に
よ
る
毎
月
の
幹
事
会
で
納
品
数
量
の
調
整
と
４

組
合
に
対
し
て
原
木
代
金
の
支
払
い
を
す
る
。
協

議
会
の
代
金
回
収
は
商
社
と
の
間
で
売
掛
販
売
と

な
り
請
求
か
ら
入
金
ま
で
３
ヶ
月
か
か
る
模
様
。

但
し
、
こ
れ
ま
で
に
滞
り
は
な
い
と
の
こ
と
。
協

議
会
と
し
て
は
販
路
拡
大
に
よ
る
山
主

へ
の
収
益

力
Ｕ
Ｐ
が
目
的
の
た
め
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
か
わ

り
に
手
数
料
以
外
の
更
な
る
収
入
は
望
ん
で
い
な

い
よ
う
に
感
じ
る
。

☆
秋
の
優
良
市

10
月
23
日
、

「秋
の
優
良
市
」
を
開
催
致
し
ま

し
た
。
多
数
の
ご
出
荷
、
お
買
い
上
げ
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
況
は
、
杉
３
Ｍ
柱

・
中
目
材

（直
曲
）
が
㎥

あ
た
り
１
千
円
～
２
千
円
Ｕ
Ｐ
で
取
引
さ
れ
買
い

気
強
い
。
そ
の
他
３
Ｍ
も

全
般
的
に
品
薄
感
が
あ
り

軒
並
み
値
を
上
げ
る
状
況

で
す
。
ま
た
杉
４
Ｍ
材
も

７
月
後
半
市
以
降
市
度
に

値
を
上
げ
る
展
開
で
更
に

強
保
合
。
今
後
小
径
木

（タ
ル
キ

・
バ
タ
材
）
が

回
復
気
味
で
す
。
桧
４
Ｍ

材
は
横
ば
い
又
は
部
分
的

に
引
合
い
を
み
せ
て
い
ま

す
。

☆
お
知
ら
せ

○
平
成
29
年
度
木
づ
か
い
促
進
事
業

7
月
の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り
住
宅
等
が
被
害

を
受
け
、
建
替
え
や
修
繕
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
被

災
者
に
対
し
ま
し
て
、
生
活
再
建
の
た
め
優
先
的

に
木
材
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

（事
務
局

日
田
木
材
協
同
組
合

小
関

・
川
原
）

☆
お
願
い

〇

「死
亡
災
害
撲
滅
に
向
け
た
緊
急
要
請
」

林
業

・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会

こ
の
た
び
厚
生
労
働
省
は
、
平
成
29
年
の
死
亡

災
害
が
夏
場
に
急
増
し
、
全
産
業
に
お
け
る
死
亡

労
働
災
害
の
大
幅
な
増
加
を
受
け
、
職
場
の
死
亡

災
害
撲
滅
に
向
け
た
緊
急
対
策
を
実
施
す
る
た
め

の
、
林
災
防
協
会
を
含
む
産
業
界
に
対
し
て
、
厚

生
労
働
省
労
働
基
準
局
安
全
衛
生
部
長
か
ら
緊
急

要
請
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
１
月
～
８
月
期
の
林
業
に
お
け
る
死

亡
災
害
は
、
対
前
年
比
で
35
％

（
７
人
）
増
加
し

て
27
人
と
な

っ
て
お
り
、
林
業
は
こ
れ
か
ら
年
末

に
向
け
て
作
業
が
本
格
化
す
る
中
で
、
林
材
業
労

働
災
害
防
止
計
画
の
目
標
値

（林
業
31
名
、
木
材

製
造
業
5
名
）
の
達
成
は
厳
し
く
、
大
変
憂
慮
す

べ
き
事
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

労
使
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
者
が

一
体
と
な
っ

て
以
下
の
取
組
を
徹
底
し
、
労
働
災
害
防
止
に
努

め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
安
全
作
業

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
遵
守
状
況
を
確
認

す
る
な
ど
、
職
場
内
の
安
全
衛
生
活
動
の
総
点
検

を
実
施
す
る
こ
と

二
、
安
全
管
理
者
、
安
全
衛
生
推
進
者
、
安
全
推

進
者
等
を
選
任
し
、
そ
の
職
務
を
確
実
に
遂
行
さ

せ
る
な
ど
、
事
業
場
の
安
全
管
理
体
制
を
充
実
す

る
こ
と

三
、
雇
入
れ
時
教
育
等
を
徹
底
す
る
な
ど
、
効
果

的
な
安
全
衛
生
教
育
を
実
施
す
る
こ
と

※

「実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
導
入
の
た
め

の
集
団
指
導
会
」
が
11
月
17
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

11
月
７
日
迄
に
林
災
防

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

林
災
防
☎
０
９
７
‐
５
４
５
‐
３
５
３
０

（石
井
）
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